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NPO法人
 

日本ファシリテーション協会の紹介

F
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 J

◎

 
日本ファシリテーション協会（FAJ）とは・・
ファシリテーションの普及を通じて、多様な人々が協働

しあう自律分散型社会の健全な発展をめざすために設立

されたNPO法人です。

◎

 
会員数・拠点数
会員数：約１，６００人（日本全国）

拠点数：１２拠点

北海道、東北、新潟、東京、中部、富山、

関西、岡山、広島、四国、九州、沖縄

災
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□

 
災害復興支援室とは・・
地域コミュニティの再構築、NPO・NGO間などのネッ

トワーク強化などの領域において、ファシリテーション

を活用した話し合いの促進という側面から復興を支援す

る活動を行っています。

✓

 

会議・ワークショップの事前準備（プログラム作成）から

当日の司会進行、議論の見える化まで

✓

 

チーム形成の促進

✓

 

想いや気持ちを伝える対話の場づくり

 

など
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FAJ災害復興支援室の活動紹介

４月中旬、文房具の確保が十分にでき

 
ない被災地の支援団体へ、水性マー

 
カー、コピー用紙、付箋などを提供し、

 
会議の支援を行う

５月３日〜５日に釜石市で開催された

 
復興イベントに準備段階からファシリ

 
テーターとして参加し、イベントや会

 
議の運営、見える化の支援を行う

東日本大震災支援全国ネットワーク（

 
JCN）が運営する上記会議のあり方

 
の提言を行い、事前準備から当日の司

 
会進行・見える化の支援を行う

５月４日に開催された釜石市主催の復

 
興まちづくりワークショップにグラ

 
フィッカー（板書担当）として議論の
見える化を支援する

4月28日、「いわて連携復興セン

 
ター」の設立総会へファシリテーター

 
として参加し、参加者の交流促進や議

 
論の見える化を支援する

その他、
・「石巻市復興計画市民ワーク

ショップ」への協力
・「ふくしま復興塾」への協力
・「スクラム釜石」発足に向け

た会議の支援
など、各種会議やワークショッ

 
プにファシリテーターとして参

 
加・支援
・『情報を「見える化」しませ

 
んか？』リーフレットなどの

 
ツール提供支援
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FAJ災害復興支援室の支援概要

ワークショップ
のファシリテー
ション支援

会議のファシリ
テーション支援

ファシリテー
ターの育成・
研修支援

被災地で活動
する支援団体
の支援

・納得度の高い会議にしたい
・話し合いに集中したい
・効率、効果的な会議にしたい

・納得度の高い会議にしたい
・話し合いに集中したい
・効率、効果的な会議にしたい

・復興計画に市民の声を反映したい
・被災地の想いや気持ちを伝えたい
・人の縁を深めたい

・復興計画に市民の声を反映したい
・被災地の想いや気持ちを伝えたい
・人の縁を深めたい

事前準備から当日の司会進行、議

 
論の整理・見える化で会議の運営

 
支援を行います。また、会議に必

 
要な文具セットなどの提供支援も

 
行います。

参加者一人ひとりの思いや声が反

 
映されやすい対話の場づくりの運

 
営支援（プログラムの作成から当

 
日のファシリテーターまで）や助

 
言支援を行います。

・他団体と情報を共有したい
・他団体と連携、協力して、被災地の支

 
援活動を行いたい

 

・他団体と情報を共有したい
・他団体と連携、協力して、被災地の支

 
援活動を行いたい

団体同士の交流促進からチーム形

 
成まで、目的に応じた場づくりの

 
支援を行います。

・自らワークショップを運営したい
・会議を有意義なものにするため、ファ

 
シリテーションを学びたい

 

・自らワークショップを運営したい
・会議を有意義なものにするため、ファ

 
シリテーションを学びたい

目的に応じたファシリテーション

 
の研修を実施し、ファシリテー

 
ター育成の支援を行います。
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